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世界の資源企業が集まるパース市内のセントジョージテラス通り

関電ホールディングスオーストラリア社のメンバー。写真右端が嶋村弘之、隣が中畠章央

プルートLNG基地・出荷桟橋（オペレーター・Woodside社提供）

イクシス建設現場（オペレーター・INPEX社提供）

プルートJV会議

二
つ
の
上
流
権
益

　

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
州
都
パ
ー
ス
。
豊

富
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
鉱
物
資
源
を
産
出
す
る
資

源
大
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
あ
り
、「
世
界
一

美
し
い
街
」
と
も
称
さ
れ
る
こ
の
街
の
一
角
に
、

関
電
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社

（
Ｋ
Ｅ
Ｐ
Ｈ
Ａ
）
は
あ
る
。
関
西
電
力
か
ら
の

出
向
者
が
７
人
、
地
元
ス
タ
ッ
フ
３
人
の
こ
ぢ

ん
ま
り
し
た
組
織
。
こ
こ
で
Ｄ
Ｇ
Ｍ
（
次
長
）

と
し
て
、
燃
料
上
流
事
業
の
技
術
管
理
を
中
畠

章
央
、
渉
外
管
理
を
嶋
村
弘
之
が
担
っ
て
い
る
。

　

関
西
電
力
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
二
つ
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
上
流
権
益
を
保
有
し
て

い
る
。
一
つ
は
同
社
が
５
％
の
権
益
を
保
有
す

る
「
プ
ル
ー
ト
」、
も
う
一
つ
は
同
１
・
２
％

の
「
イ
ク
シ
ス
」
だ
。
プ
ル
ー
ト
は
、
パ
ー
ス

北
方
約
１
５
０
０
㎞
の
カ
ラ
サ
市
で
、
沖
合
約

２
０
０
㎞
の
海
底
ガ
ス
田
か
ら
生
産
さ
れ
る
天

然
ガ
ス
を
液
化
し
年
間
約
４
９
０
万
ｔ
の
Ｌ
Ｎ

Ｇ
を
輸
出
し
て
い
る
。
イ
ク
シ
ス
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
北
部
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
市
で
、
現
在
液

化
基
地
を
建
設
中
で
あ
り
、
沖
合
約
８
９
０

㎞
の
海
底
ガ
ス
田
か
ら
生
産
さ
れ
る
天
然
ガ

ス
を
液
化
し
年
間
約
８
９
０
万
ｔ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ

を
輸
出
す
る
計
画
だ
。
一
方
、
関
西
電
力
は
、

２
０
１
２
年
５
月
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
プ

ル
ー
ト
か
ら
毎
年
約
２
０
０
万
ｔ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を

調
達
し
て
お
り
、
イ
ク
シ
ス
か
ら
は
、
17
年
以

降
15
年
間
毎
年
80
万
ｔ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
調
達
す
る

予
定
だ
。

関
西
電
力
初
の

上
流
権
益
取
得
に「
挑
む
」

　

17
年
間
の
会
社
人
生
で
既
に
11
年
間
、
資
源

開
発
の
仕
事
に
携
わ
り
、
も
は
や
石
油
会
社
社

員
の
よ
う
と
笑
う
嶋
村
が
、
パ
ー
ス
に
赴
任
し

た
の
は
13
年
12
月
。
大
学
で
管
理
会
計
を
専
攻

し
、
入
社
後
に
は
米
国
公
認
会
計
士
も
取
得
。

出
向
先
の
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
（
国
際
石
油
開
発
帝

石
）
で
海
外
の
投
資
案
件
に
携
わ
っ
て
き
た
経

験
と
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
知
識
を
武
器
に
、
嶋
村

33

エネルギーチェーンの
上流を支える
電力・ガスの安全・安定供給に欠かせない化石燃料。
関西電力は、調達安定性と競争力確保の両立をめざし、オーストラリアのＬＮＧプロジェクト

「プルート」「イクシス」の燃料上流権益を獲得し、開発・生産を進めている。
プロジェクトの第一線で活躍する電力マンの仕事を追った。
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プルートLNG基地を視察（オペレーター・Woodside社提供）プルートLNG基地（オペレーター・Woodside社提供）

イクシスガス田はダーウィン沖、約890kmの海底にある 中畠のニックネームは「ファルコン」

プルートLNG基地から日本へLNGを運ぶ
関西電力の自社LNG船「LNG EBISU」

（オペレーター・Woodside社提供）

原
料
ガ
ス
の
生
産
が
途
切
れ
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
海
底
か
ら
数
千
ｍ
の
地
下

に
あ
る
の
で
「
ガ
ス
田
を
実
際
に
見
た
人
が
い

な
い
な
か
で
の
掘
削
は
挑
戦
」（
中
畠
）。
地
質

学
の
専
門
家
で
す
ら
掘
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら

な
い
部
分
も
多
い
と
い
う
。

　

洋
上
リ
グ
か
ら
ド
リ
ル
で
海
底
に
穴
を
掘
っ

て
い
く
。
崩
れ
や
す
い
層
に
当
た
る
と
掘
削
が

進
ま
な
く
な
る
。
洋
上
リ
グ
の
使
用
料
だ
け
で

も
１
日
で
数
千
万
円
を
上
回
る
た
め
、
掘
削
を

止
め
る
か
続
け
る
か
場
所
を
変
え
る
か
、
意
思

決
定
が
少
し
で
も
遅
れ
る
と
莫
大
な
コ
ス
ト
増

に
な
る
。
Ｊ
Ｖ
参
画
者
と
し
て
、
迅
速
・
的
確

な
意
思
決
定
が
鉄
則
だ
。

　
「
我
々
は
、
地
質
学
な
ど
、
専
門
外
の
分
野

で
も
常
に
新
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
会
議
に

臨
ま
な
い
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
操
業
主
体
）
か

ら
の
報
告
す
ら
理
解
で
き
な
い
」
と
中
畠
は
知

識
の
習
得
に
余
念
が
な
い
。

数
千
人
vs
７
人

　

イ
ク
シ
ス
は
２
人
が
パ
ー
ス
に
赴
任
し
た
後

の
14
年
８
月
に
権
益
売
買
契
約
を
締
結
。
そ
の

後
、
Ｊ
Ｖ
契
約
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
契
約
、
工
事

契
約
等
の
承
継
手
続
き
を
、
15
年
１
月
に
完
了

し
た
。
千
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
も
の
も
あ
る
30
〜

40
も
の
英
文
契
約
書
を
隅
々
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
。

見
落
と
し
て
い
る
リ
ス
ク
が
な
い
か
精
査
す
る

後
、
海
外
発
電
事
業
担
当
と
し
て
タ
イ
の
ロ
ジ

ャ
ナ
発
電
所
の
買
収
等
を
手
が
け
た
。
04
年
か

ら
は
燃
料
室
で
、
当
時
一
般
的
で
な
か
っ
た
Ｌ

Ｎ
Ｇ
の
ス
ポ
ッ
ト
調
達
に
挑
戦
。
そ
の
後
外
務

省
に
出
向
し
地
球
温
暖
化
関
連
の
業
務
に
携
わ

っ
た
後
、
再
び
火
力
事
業
本
部
に
戻
り
海
外
発

電
事
業
等
を
担
い
、
14
年
７
月
に
パ
ー
ス
に
赴

任
し
た
。

　

プ
ル
ー
ト
、
イ
ク
シ
ス
と
も
に
投
資
額
が
小

国
の
国
家
予
算
並
み
の
超
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
そ
れ
ぞ
れ
３
社
、
８
社
の
Ｊ
Ｖ
（
共
同
企

業
体
）
ゆ
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
や

重
要
な
意
思
決
定
に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

日
々
、
参
画
会
社
が
集
ま
り
会
議
が
行
わ
れ
る
。

中
畠
ら
の
主
な
仕
事
は
、
連
日
こ
の
会
議
で
、

Ｊ
Ｖ
の
利
益
最
大
化
を
前
提
に
、「
我
々
の
意

向
に
沿
っ
た
形
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
む
よ
う

議
論
す
る
」
こ
と
。

　

と
は
い
え
、
毎
日
会
議
を
行
う
ほ
ど
連
日
何

か
起
き
て
い
る
の
か
？

誰
も
見
た
こ
と
が
な
い
海
底
ガ
ス
田

　

中
畠
は
「
新
し
い
ガ
ス
田
を
掘
り
続
け
る
こ

と
が
上
流
事
業
の
大
き
な
仕
事
の
一
つ
だ
」
と

言
う
。
例
え
ば
、
操
業
中
の
プ
ル
ー
ト
の
場
合
、

海
底
か
ら
ガ
ス
田
ま
で
井
戸
を
掘
っ
て
天
然
ガ

ス
を
採
取
し
て
い
る
が
、
次
第
に
生
産
量
は
落

ち
て
く
る
。
だ
か
ら
常
に
新
し
い
井
戸
を
掘
り
、

は
、
上
流
事
業
投
資
・
事
業
管
理
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
き
た
。

　

そ
の
嶋
村
が
、
パ
ー
ス
赴
任
前
の
話
と
し
て

感
慨
深
げ
に
語
っ
た
最
初
の
試
練
は
、
07
年
、

関
西
電
力
が
初
の
燃
料
上
流
権
益
取
得
に
向
け

プ
ル
ー
ト
へ
の
参
画
を
検
討
し
て
い
た
時
期
に

遡
る
。
多
額
の
投
資
を
し
て
上
流
権
益
を
取
得

す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
は

…
…
初
め
て
の
挑
戦
で
あ
る
だ
け
に
、
連
日
の

契
約
交
渉
に
加
え
、
意
思
決
定
に
向
け
た
資
料

収
集
や
分
析
、
投
資
意
義
等
の
説
明
に
追
わ
れ

た
。

　

意
義
の
一
つ
は
「
調
達
安
定
性
」。
権
益
を

取
得
し
上
流
事
業
へ
参
画
す
る
こ
と
で
、
燃
料

の
生
産
か
ら
受
入
ま
で
の
調
達
チ
ェ
ー
ン
に
直

接
関
与
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
二
つ
目
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
「
事
業
収
益
の
獲
得
」。

権
益
比
率
に
応
じ
、
投
資
収
益
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
燃
料
価
格
高
騰
時
に
燃
料
費
の
支
払

は
増
加
す
る
が
、
一
方
で
上
流
事
業
か
ら
の
投

資
収
益
の
受
取
が
増
加
す
る
た
め
、
ナ
チ
ュ
ラ

ル
ヘ
ッ
ジ
が
期
待
で
き
る
。
三
つ
目
は
「
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係
構
築
」
だ
。
Ｋ
Ｅ
Ｐ

Ｈ
Ａ
が
事
務
所
を
構
え
る
パ
ー
ス
市
内
に
は
世

界
の
石
油
メ
ジ
ャ
ー
や
資
源
企
業
が
５
０
０
ｍ

〜
１
㎞
の
範
囲
に
集
中
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
員
と
し
て
駐
在
し
、
世
界
の
資
源
開
発
の

プ
ロ
た
ち
と
日
常
的
に
情
報
交
換
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
で
き
る
の
は
、
予
想
以
上
の
収
穫

だ
と
い
う
。
嶋
村
は
、
パ
ー
ス
に
来
て
か
ら
、

で
き
る
限
り
多
く
の
人
に
、
名
前
を
覚
え
て
も

ら
う
た
め
に
、「
ハ
リ
ー
」
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ

ー
ム
で
仕
事
を
し
て
い
る
。
パ
ー
ス
赴
任
後
約

３
年
が
経
っ
た
今
、
街
な
か
を
歩
け
ば
「H

i, 

H
arry

」
と
声
を
か
け
ら
れ
な
い
日
は
な
い
。

折
衝
と
決
断
の
日
々

　

一
方
、
中
畠
は
大
学
で
の
専
攻
は
機
械
工
学

で
、
火
力
発
電
所
の
運
転
・
保
守
に
携
わ
っ
た

液化・貯蔵・出荷設備
（建設）

WA-350-P鉱区
（プルートガス田ほか）

ガスパイプライン
（約11km）

ガスパイプライン

海底

洋上
プラットフォーム
（180km沖合）

西オーストラリア州
北西部カラサ

プルートプロジェクト概観図

ダーウィン

イクシスガス・
コンデンセート田
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一
方
で
、
最
終
局
面
の
契
約
文
言
調
整
を
行
う

な
ど
、
な
か
な
か
骨
の
折
れ
る
仕
事
だ
っ
た
と

嶋
村
は
振
り
返
る
。

　

イ
ク
シ
ス
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
Ｉ
Ｎ
Ｐ

Ｅ
Ｘ
は
嶋
村
の
過
去
の
出
向
先
。
幹
部
に
知
る

人
が
多
い
の
は
心
強
い
が
、
現
地
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
協
議
が
主
。
な
に
ぶ
ん

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
は
パ
ー
ス
だ
け
で
数
千
人
、
日
本

人
は
１
割
弱
で
ほ
と
ん
ど
が
現
地
ス
タ
ッ
フ
だ
。

　

嶋
村
は
言
う
。「
数
千
人
の
プ
ロ
集
団
を
相

手
に
我
々
は
７
人
で
闘
っ
て
い
る
」
と
。

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ェ
ー
ン
の
最
上
流

　

ハ
ー
ド
な
日
々
の
な
か
、
彼
ら
は
ど
こ
に
仕

事
の
や
り
甲
斐
を
見
出
し
て
い
る
の
か
。

　
「
我
々
の
仕
事
は
、
関
西
電
力
の
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ェ
ー
ン
の
最
上
流
に
位
置
し
て
い
る
。
起
点

に
い
る
我
々
が
し
っ
か
り
仕
事
を
す
る
こ
と
で
、

関
西
の
お
客
さ
ま
に
き
ち
ん
と
電
気
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
２
人
は
胸
を
張
る
。

　

加
え
て
燃
料
上
流
事
業
投
資
は
巨
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
り
、
そ
の
進
捗
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
や
日
本
の
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
る
。「
新
聞

に
載
る
仕
事
を
し
て
い
る
ん
だ
と
、
家
族
に
も

紹
介
で
き
る
」
と
嶋
村
は
笑
う
。

　

一
方
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
巨
大
さ
ゆ
え
、
オ

プルートJV会議

法律事務所で打ち合わせ中の嶋村膨大なページ数の契約書ＪＶ会議に向け、パース市街を急ぐ嶋村

取材・編集／田窪由美子

ペ
レ
ー
タ
ー
の
仕
事
は
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、

全
体
像
が
見
え
に
く
い
こ
と
も
あ
る
。「
我
々

は
少
人
数
ゆ
え
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
異
な
り
一

人
で
何
役
も
こ
な
す
必
要
が
あ
る
が
、
却
っ
て

全
体
を
俯
瞰
で
き
る
」
と
中
畠
。
困
難
か
つ
難

易
度
の
高
い
業
務
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
面
白
い

の
だ
と
。

か
ん
で
ん
印
を
、
世
界
へ

　

社
会
イ
ン
フ
ラ
を
手
が
け
た
い
と
関
西
電
力

を
選
ん
だ
中
畠
は
、
海
外
駐
在
で
得
た
知
見
や

人
間
関
係
を
生
か
し
、「
か
ん
で
ん
印
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
世
界
各
地
に
届
け
た
い
」
と
抱
負
を

語
る
。
か
ん
で
ん
印
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
販
売
や
、
発

電
所
を
世
界
中
に
増
や
す
仕
事
に
、
こ
れ
か
ら

も
携
わ
り
た
い
と
。

　

嶋
村
も
言
う
。「
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
燃

料
上
流
事
業
の
新
規
開
拓
も
あ
る
。
プ
ル
ー
ト
、

イ
ク
シ
ス
に
続
く
上
流
事
業
投
資
や
そ
の
他
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
の
拡
大
を
通
じ
、
関
西
電
力

が
世
界
の
中
で
『
和
製
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
企

業
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
日
を
夢
見
て
い
る
」

　

広
大
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
ハ
ー
ド
な
業

務
と
日
々
対
峙
し
て
こ
そ
の
自
信
と
と
も
に
、

壮
大
な
夢
が
紡
が
れ
て
い
る
。

題字　森　詳介（関西電力株式会社 相談役）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

編集後記
波乱含みで明けた2017年。1月からOPECの原油減産が始まり、
2020年以降の気候変動対策の国際枠組・パリ協定は化石資源開
発に積極的とみられる米新政権の誕生で先行き不透明。ドイツの
脱原子力政策は電力会社の財産権を侵害したとして連邦政府に
損害賠償支払いが生じるとか。日本は、と言えば原子力再稼動が
進まないまま1次エネルギー自給率は僅か6％という状況が続く──。
今号のテーマは「地球資源」。豊田正和さん、秋元諭宏さん、松島
潤さんにお集まりいただいた［鼎談］では、エネルギー資源に対する
資源小国日本の立ち位置・アプローチを考えるとともに、続く［オピニ
オン］では、3人の識者・専門家に提言をいただきました。
原油価格の変動やエネルギー自由化による需給に不透明感が増
すなかで、［かんでんFOCUS］ではエネルギー競争時代の燃料戦
略について訊くと同時に、［現場力⤴最前線］では、オーストラリア
で上流権益を持つ二つのLNGプロジェクトの第一線で活躍する
電力マンの仕事を追いました。
資源小国日本の最大の資源は人材であるとも言われますが、私た
ちが厳しい現代社会を駆け抜けるため、まず必要なのは体力です。
2021年 生涯スポーツの祭典「ワールドマスターズゲームズ」が、アジ
アで初めて関西で開催。［旬発NIPPON］で紹介しました。
新しい年、行路を彩るたくさんの出会いに期待しつつ、新しい『躍』
をお届けします。（T）

本誌は植物油インキを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/
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今号の取材は2016年11月29日までに実施したものです。


